
 

 

 

 

   

 

オリンピックスーツで荻田大樹選手が登場した瞬間、体育館は華やかで爽やかな空気に包まれました。オ

リンピックの映像、テレビでしか見たことがない選手達とのオフショット、子ども達の目は釘付けになり、

発せられる言葉一つ一つに引き込まれていきました。 

憧れの気持ちが大きく膨らんだ頃、「荻田選手は、どんな子どもだった

のですか？」の質問が。もう、子ども達の耳はダンボ状態です。 

「自分ではよくわからないので、私の子どもの頃をよく知っている方に聞

いてみましょう。」荻田選手から本田先生にマイクが渡されます。 

「子どもの頃の荻田選手、すごいなあと思ったことが３つあります。 それは、

“素直さ”と“一生懸命さ”、そして“元気なあいさつ”です。」 

 次の日の朝、いつものように通学路を歩いた私は、驚きました。過去最高の元気なあいさつだったからです。 

 

 今までにお会いした一流のアスリートの方を思い出してみると、共通点があることに気づきます。 

それは、「なりたい」という憧れの気持ちをもって「まねをしたい」という模倣からスタートしているというこ

とです。そして、競い合い共感できる仲間や大人と関わりながら、人として競技者として必要なものが身につい

ていったことです。 

強い憧れをもち模倣することで、子ども達が劇的に変わるのを、私はこれまでに何度も目にしてきました。 

そしてこれは、スポーツに限らず、交流会翌朝のあいさつのように、子ども達の日常全てに言えることだと思い

ました。 

 憧れと模倣・・・子どもの目や心に映るものを 一層大切にしていきたいですね。そして、素晴らしいもの美

しいものは、心の底から共感していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊原小学校だより 

令和元年 12 月号 

 
 
 
 いよいよ豊原小伝統の短な 
わとびが始まりました。その 
取組についてファイト委員会 
から発表があり、手本を見せ 
ながら跳び方のコツをわかり 
やすく伝えてくれました。冬 
休みも頑張る子ども達にぜひ 
温かい励ましをお願いします。 
 
 
 
３年生を対象に、多度津町 

の人権擁護委員の方々のご指 
導による人権かるたが行われ 
ました。人権についてお話を 
していただいた後、人権かる 
たとりをして、３年生は絆を 
より一層深めることができま 
した。 

11 月号の「木太ﾌｧｲﾀｰｽﾞ」は「大木ﾌｧｲﾀｰｽﾞ」の誤りでしたので、訂正致します。 

 

 

〈豊小トピックス〉 

 

〈２月の行事予定〉 

 

〇短なわとびスタート【11 日】 

〇人権かるた:３年生【12 日】 

子どもが変わる 「なりたい」 「まねしたい」 

校長 濱田 正人 

〈1 月の下校時刻の変更のお知らせ〉 

15 日（水） 全校生 15:00 下校 

22 日（水） ２東・３東・６西以外 13:45 下校 

２東・３東・６西     15:00 下校 


